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写
真
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
『
仙
嶽
宗
洞
答
間
二
十
一
條
』
（
以
下
『
二
十

（
１
）

｜
條
答
間
』
）
と
題
さ
れ
た
一
巻
の
書
を
預
か
っ
た
。
三
ｍ
み
進
め
る
う
ち

に
、
千
宗
易
（
利
休
）
が
二
口
吸
憲
西
江
水
」
の
公
案
を
透
過
し
、
大
徳

寺
古
溪
和
尚
か
ら
「
伽
筌
齋
」
号
を
受
け
た
の
は
天
正
元
年
九
月
と
も
十
一

（
２
）

月
と
も
い
わ
れ
る
、
と
い
う
通
説
に
関
連
す
る
史
料
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
西
江
水
の
公
案
と
拠
筌
齋
に
関
す
る
説
は
、
千
利
休
が
禅
の
悟
り
を

開
い
た
と
い
う
意
味
で
、
利
休
研
究
に
と
っ
て
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
が
、

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
関
す
る
直
接
的
な
史
料
は
見
当
ら
な
い
、
と
い
う
の

が
こ
れ
ま
で
の
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
私
は
、
史
料
『
二
十
一
條
答
間
』
が
余
り
に
も
唐
突
に
出
現
し
た

い
き
さ
つ
か
ら
、
ま
ず
千
利
休
研
究
の
新
史
料
と
し
て
成
立
す
る
か
否
か
を

検
証
し
、
次
い
で
そ
の
内
容
と
史
料
を
取
り
巻
く
世
界
が
、
い
か
な
る
も
の

で
あ
っ
た
か
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。

〈
史
料
紹
介
〉

法
政
史
学
第
四
十
七
号

天
正
三
年
正
月
南
宗
寺
禅
問
答
と
堺
の
茶
人
た
ち

Ｉ
『
仙
嶽
宗
洞
答
問
一
一
士
條
」
Ｉ

は
じ
め
に

「
書
誌
」
被
紙
に
外
題
は
な
い
が
『
仙
嶽
宗
洞
答
間
二
十
一
條
』
と
箱

蓋
に
書
か
れ
て
い
る
。
巻
子
本
で
縦
二
十
四
セ
ン
チ
・
全
長
百
三
十
六
セ
ン

チ
・
紙
質
は
楮
紙
。
本
紙
表
紙
の
部
分
に
「
仙
嶽
洞
禅
師
真
筆
」
と
あ
る
。

（
［
］
内
は
訂
正
前
の
文
、
便
宜
上
頭
に
ナ
ン
バ
ー
を
付
し
た
。
）

先
に
、
『
二
十
一
條
答
間
』
を
読
み
下
し
て
お
こ
う
。

『
仙
嶽
宗
洞
答
間
二
十
一
條
』

１師
問
て
曰
く
。
昨
夜
虚
空
神
夢
中
に
到
て
一
五
く
。
歳
日
一
の
令
辰
、
和
尚

き
ょ
う
ぜ
ん

例
に
随
っ
て
、
旧
の
話
頭
を
畢
揚
し
、
大
衆
を
勘
辨
し
了
れ
。
麓
然
し

ほ
う
え

て
夢
覺
む
。
記
得
す
。
江
西
の
馬
大
師
因
に
、
瀧
濫
居
士
問
う
、
萬
法

と
…

な
ん

与
侶
為
ら
ざ
る
者
是
れ
什
塵
人
ぞ
。
請
う
、
首
座
一
塞
函
を
下
せ
、
看

わ
だ
か
…

ん
。
首
座
一
五
く
、
（
「
日
入
室
す
。
梅
根
は
宇
宙
に
蟠
、
枝
乾
坤
に
茂

い
か
ん

る
。
師
曰
く
、
意
］
日
如
何
。
座
一
室
く
、
能
く
萬
像
の
主
と
為
り
、
四
時

お
う
し
ぽ

を
遂
て
凋
ま
ず
。
師
曰
く
、
大
師
答
て
一
室
く
、
汝
が
一
口
に
西
江
の
水

石
田
雅
彦

’
一
ハ
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天
正
三
年
正
月
南
宗
寺
禅
問
答
と
堺
の
茶
人
た
ち
（
石
田
）

い
そ
△
も
筆
さ
ん

を
吸
議
せ
ん
を
待
っ
て
、
即
ち
汝
に
向
っ
て
道
わ
ん
。
意
』
日
作
歴
生
。

い

座
云
く
、
費
護
す
、
老
婆
多
少
の
力
を
。
師
曰
く
、
更
に
道
え
。
座
云

★
｝
ん
し
ん
し
ゆ
う
こ
う

た
あ
や
ま
た

ぐ
、
錦
心
繍
ロ
人
に
向
っ
て
開
く
。
師
打
Ｉ
し
て
曰
く
、
謬
ず
、
第
一
座

允

為
り
。

園

の
乙一
僧
云
く
、
至
賓
軒
に
富
り
て
光
萬
像
を
含
む
。
師
曰
く
、
意
」
日

す
な
わ
ち
た
す

如
何
。
僧
云
ノ
、
、
十
方
に
通
貫
す
。
師
便
打
。

文

Ｑ
Ｕ

い
ん
も

一
僧
一
五
く
、
一
一
一
世
諸
佛
も
亦
懲
塵
、
歴
代
の
祖
師
も
亦
感
歴
。
師
日

し
か
ん

く
、
意
旨
如
何
。
僧
云
く
、
ロ
ハ
管
之
に
由
る
。
師
便
打
。

壽

川
殼｜
僧
云
く
、
誰
か
敢
え
て
近
傍
せ
ん
。
師
曰
く
、
意
」
日
如
何
。
僧
云

★
）
ば

く
、
牙
劔
樹
の
如
く
、
口
血
盆
に
似
た
い
ソ
。
師
便
打
。

慶

只
Ｊ

こ
ゆ
う
か
つ
か
い

た

一
僧
云
く
、
戸
鴨
を
銘
開
し
て
軒
に
富
る
者
は
誰
そ
。
師
曰
く
、
意
旨

如
何
。
僧
云
く
、
天
上
天
下
唯
我
燭
尊
。
師
便
打
。

幸

Ｒ
ｕ

く
お
ん

か
つ

一
僧
云
く
、
久
遠
已
前
に
看
ん
こ
と
を
要
す
、
即
ち
膳
。
即
〈
「
亦
看
ん

か
つ
て
い
に
い

｝
」
と
を
要
す
、
即
ち
膳
。
師
曰
く
、
膳
底
聾
。
僧
一
五
く
。
黒
漆
桶
裏

に
墨
汁
を
盛
る
。
師
便
打
。

、
氷

ワ
ー｜
僧
云
く
、
無
量
の
珍
賓
求
め
ず
し
て
自
得
す
。
師
曰
く
、
如
何
な
る

か
是
無
量
の
珍
寳
。
僧
云
く
、
満
室
堆
席
。
師
便
打
。

栢

ロ
。

げ
ん
う
け
ん
ぺ
つ

一
僧
一
五
く
、
彫
麟
黄
頭
甑
別
し
難
し
。
師
日
、
甑
別
し
難
き
底
聾
。

ろ
じ

僧
云
ノ
、
、
鷺
驚
雪
に
立
つ
。
師
曰
く
、
意
旨
如
何
。
僧
云
く
、
白

漫
々
。
師
便
打
。

好

ｏ
Ｊｌ
僧
云
／
、
、
古
木
花
開
く
劫
外
の
春
。
師
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
古

よ
り

木
の
花
。
僧
云
く
、
無
根
従
長
ず
。
師
便
打
。

悦
ｎ
Ｕ
１
１

Ｌ
た
た
め
て

一
僧
云
く
、
認
夜
明
の
珠
上
」
作
す
。
師
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
夜
明
の

い
に
Ｄ
Ｐ
几

珠
。
僧
云
く
、
古
に
輝
き
〈
「
に
輝
く
。
師
便
打
。

椿
１
１

１
１｜
僧
云
く
、
南
山
の
白
額
虎
。
師
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
白
額
虎
。

僧
云
く
、
佛
祖
も
倒
退
三
千
。
師
曰
く
、
意
旨
如
何
。
僧
云
く
、
天

に
連
な
り
地
に
跨
が
る
［
暗
昏
々
］
。
師
便
打
。

仙
、
色
１
上一
僧
云
く
、
是
非
を
把
り
來
っ
て
我
を
辨
ず
こ
と
莫
か
れ
。
浮
生
の
穿

鑿
相
干
せ
ず
。
師
曰
く
、
不
干
底
聾
。
僧
云
く
、
菓
然
と
し
て
物

外
。
師
便
打
。

巻

ｎ
ｏ
１
１｜
僧
云
く
、
此
れ
は
是
れ
龍
興
山
頂
の
主
。
師
曰
く
、
如
何
な
る
か
是

と
う
け
ん
た
い
ざ

れ
主
。
僧
一
玄
く
、
當
軒
大
座
。
師
便
打
。

泉

刈
４

１
１

は
し

一
禅
人
云
く
、
鯉
趨
り
て
庭
を
過
ぐ
。
師
曰
く
、
意
旨
如
何
。
禅
人
一
五

か
つ
ぼ
っ
ぱ
つ
ち

／
、
、
活
鰯
々
地
。
師
便
打
。

易

Ｒ
Ｕ

３
１

一

七
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写真１
宝鐸逵鐸 『
仙
嶽
宗
洞
答
間
二
十
一
條
』

法
政
史
学
第
四
十
七
号

写真２

一
八
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写真３

天
正
三
年
正
月
南
宗
寺
禅
問
答
と
堺
の
茶
人
た
ち
（
石
田
）

写真４

１
…
崎

九
鷺
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法
政
史
学
第
四
十
七
号

ぺ
っ
ぴ
だ

一
禅
人
一
云
く
、
南
山
に
一
條
の
簸
鼻
蛇
有
り
。
師
曰
く
、
如
何
な
る
か

是
れ
埴
鼻
蛇
。
禅
人
云
く
、
即
今
近
傍
し
難
し
。
師
日
、
近
傍
し
難

づ
か
く
子
守
つ
こ
う

き
底
聾
。
禅
人
一
五
く
、
頭
角
蝉
燥
。
師
便
打
。

毒

（
Ｋ
Ｕ

１
１
（

一
禅
人
云
く
、
恰
Ｊ
公
）
清
税
孤
貧
な
る
に
似
た
り
。
師
曰
く
、
如
何
な
る

か
是
れ
貧
。
禅
人
云
く
、
本
来
無
一
物
。
師
曰
く
、
如
何
な
る
か
是

ら
ら
せ
き
し
や
し
ゃ

れ
無
一
物
の
虚
。
禅
人
云
ノ
、
、
浄
蝶
々
赤
酒
々
・
師
便
打
。
狐

７
０
１
１

な

―
禅
人
云
く
、
力
を
議
し
て
吉
向
聲
に
呼
べ
ど
も
應
ぜ
ず
。
師
曰
く
、
什

ん
け
い

塵
と
し
て
か
呼
べ
ど
Ｊ
い
）
應
ぜ
ざ
る
。
禅
人
云
く
、
活
卓
々
、
孤
掴

け
い

々
。
師
便
打
。

句

（
ｘ
Ｕ

１
上一
禅
人
云
く
、
大
力
量
の
人
。
師
曰
く
、
力
量
底
聾
［
如
何
是
れ
大

じ
ん

力
量
の
人
］
。
禅
人
云
く
、
霊
大
地
。
撮
Ｉ
）
來
た
る
に
粟
米
粒
の
大

い
さ
の
如
し
。
師
便
打
。

及

、
】
Ｕ

１
１｜
禅
人
手
を
拍
っ
て
云
く
、
此
れ
聾
間
梵
天
。
師
曰
く
、
如
何
な
う
（
）
か

是
れ
此
聲
聞
。
禅
人
云
く
、
木
人
鼓
を
打
ち
、
石
女
起
っ
て
舞
う
。

ゆ
げ
じ
ん
づ
う

師
日
ノ
、
、
舞
底
聾
。
禅
人
云
く
、
遊
戯
神
通
［
無
為
無
事
の
故

に
］
。
師
便
打
。

ｌｌ
ｎ
Ｕ

ｎ
夕
』｜
禅
人
云
く
、
無
影
樹
下
の
合
同
船
。
師
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
〈
ロ

同
船
。
禅
人
云
く
、
消
得
す
多
少
の
風
。
師
曰
く
。
消
得
す
る
底

聾
。
禅
人
云
く
、
失
。
師
便
打
。

徳

ま
ず
、
こ
の
『
二
十
一
條
答
間
』
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
概
観
し
て

お
き
た
い
。

こ
れ
は
、
天
正
一
一
一
年
正
月
朔
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
禅
問
答
の
克
明
な
る
記

録
で
あ
る
。
筆
者
は
文
末
に
「
侍
者
宗
登
焉
記
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
宗
登
と

名
乗
る
禅
寺
の
修
業
僧
と
考
え
ら
れ
る
。

正
月
朔
日
の
禅
問
答
に
参
加
し
た
の
は
『
二
十
一
條
答
間
』
の
名
の
と
お

り
二
十
一
名
。
前
半
の
十
三
名
が
僧
侶
で
、
中
間
の
七
名
が
禅
人
と
い
わ
れ

る
在
俗
の
人
達
で
あ
り
、
最
後
の
問
答
に
立
っ
た
の
が
筆
者
の
宗
登
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
宗
登
署
名
の
後
の
行
に
次
の
よ
う
に
別
紙
に
書
か
れ
て
、
本

二
史
料
性
に
つ
い
て

２２仙
嶽
洞
禅
師
之
真
蹟
也
。
師
初
め
謹
の
字
を
登
に
作
る
。
後
に
洞
と
改

マ
マ

む
。
是
於
豫
芙
。

宗
竺
證
（
印
）

2１僧
云
く
、
佛
法
と
王
法
と
一
般
。
師
曰
く
、
如
何
な
る
か
れ
是
一
般

底
。
僧
云
く
、
威
雄
十
方
に
震
い
、
聲
債
宣
宇
を
動
か
す
。
師
日

く
、
大
師
答
へ
て
云
く
、
汝
が
一
口
に
西
江
の
水
を
吸
護
せ
ん
を

い
そ
も
さ
ん

待
っ
て
、
即
ち
汝
に
向
っ
て
遭
わ
ん
。
意
］
日
作
歴
生
。
僧
一
云
く
、
陰

谷
に
春
を
生
ず
。
師
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
春
を
生
ず
る
底
［
陰
谷

春
］
・
僧
云
く
、
引
得
た
り
黄
鷺
下
の
柳
條
。
師
便
打
。
真
の
獅

子
児
。

登
こ
れ
を

天
正
一
二
年
乙
亥
正
月
朔
日
一

侍
者
宗
登
焉
記
す

○
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（
３
）

紙
に
切
り
張
り
を
し
て
あ
う
。
。

仙
嶽
洞
禅
師
之
真
蹟
也
。
師
初
諄
字
作
登
。
後
改
洞
。
是
於
豫
芙
。

宗
竺
證
（
印
）

こ
れ
は
、
『
二
十
一
條
答
間
』
を
鑑
定
し
た
証
明
文
で
あ
る
が
、
こ
の
「
宗

竺
」
と
い
う
の
は
大
徳
寺
百
九
十
世
の
「
天
室
宗
竺
」
の
こ
と
を
指
し
、

「
仙
嶽
洞
禅
師
」
と
い
う
人
物
は
同
じ
く
百
一
一
十
二
世
「
仙
嶽
宗
洞
」
が
こ

れ
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
拙
稿
は
こ
の
天
室
宗
竺
の
筆
跡
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
こ
れ
が
史
料
性
を
間
う
て
み
た
い
。

（
１
）
天
室
宗
竺
の
筆
は
真
筆
か

（
４
）

天
室
宗
貯
二
は
『
龍
賢
山
大
徳
禅
寺
世
譜
』
（
以
下
『
世
譜
』
）
に
よ
れ
ば
、

承
応
三
年
（
’
六
五
四
）
に
百
九
十
世
と
し
て
五
十
歳
で
大
徳
寺
に
人
寺
し

て
い
る
。
『
二
十
一
條
答
間
』
が
書
か
れ
た
天
正
三
年
（
’
五
七
五
）
か
ら

は
七
十
九
年
へ
だ
た
っ
て
い
る
が
、
『
大
徳
寺
系
図
』
（
別
表
参
照
、
以
下

（
５
）

（
６
）

『
系
図
』
）
を
見
て
の
と
お
り
同
じ
大
徳
寺
北
派
流
で
あ
、
ソ
、
し
か
も
、
執

筆
者
仙
嶽
宗
洞
の
兄
弟
子
春
屋
宗
園
の
孫
弟
子
で
あ
る
関
係
か
ら
、
鑑
定
者

と
し
て
は
し
か
る
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
そ
し
て
幸
い
な
こ
と

（
７
）

に
、
『
一
一
十
一
條
答
間
』
に
は
天
室
宗
栫
一
一
の
落
款
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

こ
の
落
款
が
真
正
の
も
の
か
ど
う
か
を
検
討
を
し
て
み
た
い
。

こ
の
双
方
を
比
較
し
て
み
る
と
、
署
名
と
い
い
印
の
寸
法
（
十
四
ミ
リ
）

と
い
い
ま
さ
に
瓜
ふ
た
ニ
ユ
い
え
よ
う
。
か
え
っ
て
『
二
十
一
條
答
間
』
の

印
署
名
の
方
が
、
花
押
辞
典
よ
り
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
様
に
も
見
え
る
。

（
９
）

し
か
し
な
が
ら
私
は
も
と
よ
り
素
人
で
あ
る
の
で
、
専
門
の
道
具
鑑
定
家
に

比
較
検
討
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
「
こ
の
字
体
も
落
款
も
間
違
い
な
く
天
室

宗
竺
の
も
の
で
あ
る
」
と
の
評
価
を
得
た
。
そ
う
す
る
な
ら
ば
、
天
室
宗
竺

天
正
三
年
正
月
南
宗
寺
禅
問
答
と
堺
の
茶
人
た
ち
（
石
田
）

図
２
『
落
款
花
押
大
辞
典
下
』
天
室
宗
竺
の
項
よ
り

図
１
『
二
十
一
條
答
間
』
天
室
宗
竺
の
落
款

図
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が
鑑
定
し
た
仙
嶽
宗
洞
の
『
二
十
一
條
答
間
』
も
真
跡
と
い
え
よ
う
。
と
は

い
え
、
本
史
料
の
重
要
性
か
ら
い
ま
少
し
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

（
２
）
宗
登
は
仙
嶽
宗
洞
と
同
一
人
物
か

天
室
宗
竺
は
ま
た
次
の
よ
う
に
も
書
い
て
い
る
。

師
初
謹
字
作
登
。
後
改
洞
。

「
師
初
め
諄
の
字
を
登
に
作
る
。
後
に
洞
に
改
む
。
」
と
。
す
な
わ
ち
、

仙
嶽
宗
洞
は
昔
「
宗
登
」
と
名
乗
っ
て
い
た
時
代
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
が
、
『
世
譜
』
に
は
こ
の
こ
と
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
堺
の
茶
の
湯
者
達
と
の
交
流
を
記
し
た
『
天
王
寺
屋

〈
Ⅲ
）

会
記
』
の
内
か
ら
「
一
下
及
茶
湯
日
記
自
会
記
」
（
以
下
「
会
記
」
）
を
見
て
み

た
。
こ
の
「
会
記
」
と
い
う
の
は
、
当
時
堺
の
豪
商
で
茶
の
湯
者
で
あ
っ
た

津
田
宗
及
が
自
分
自
身
で
催
し
た
茶
会
の
記
録
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
毎
回

招
待
し
た
人
々
の
名
前
と
茶
会
の
道
具
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
招
待
者

た
ち
の
名
前
の
中
に
、

天
正
二
年
霜
月
六
日
朝

咲
嶺
様
春
屋
様
登
慶

椿
甫

天
正
三
年
十
一
月
十
七
日
朝
咲
嶺
様
春
屋
様
登
首
座

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
『
系
図
』
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
咲
嶺
様
と
あ

る
の
は
「
笑
嶺
宗
訴
」
（
咲
は
笑
、
笑
が
本
字
）
で
、
春
屋
様
は
笑
嶺
の
弟

子
「
春
屋
宗
園
」
、
登
・
慶
・
椿
・
甫
は
修
業
僧
と
思
わ
れ
る
。
天
正
二
・

（
Ⅱ
）

一
二
年
当
時
笑
嶺
宗
訴
は
堺
「
南
宗
寺
」
に
お
っ
た
。
津
田
宗
及
の
茶
会
に
招

待
さ
れ
た
住
持
笑
嶺
和
尚
に
春
屋
と
登
達
が
随
行
し
相
伴
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
そ
こ
に
は

笑
嶺
宗
訴
ｌ
春
屋
宗
園
ｌ
登
首
座

法
政
史
学
第
四
十
七
号

と
い
う
人
物
構
成
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
四
年
後
、

天
正
七
年
十
月
二
十
六
日
蚕

南
宗
東
堂
春
屋
和
尚
仙
嶽
和
尚

（
咽
）

な
る
記
載
が
あ
る
。
南
宗
東
堂
は
『
大
徳
寺
法
階
』
（
以
下
『
法
階
』
）
に
よ

れ
ば
南
宗
寺
住
職
の
こ
と
で
当
然
笑
嶺
宗
訴
を
指
す
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
先

の
人
物
構
成
に
準
じ
る
な
ら
ば
、

笑
嶺
宗
訴
ｌ
春
屋
宗
園
ｌ
仙
嶽
宗
洞

と
な
る
。
先
に
天
室
宗
竺
が
い
み
じ
く
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
天
正
三
年
か

ら
天
正
七
年
の
間
に
、
登
首
座
は
「
宗
登
か
ら
仙
嶽
宗
洞
」
に
名
を
改
め
た

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
人
物
構
成

今
、
天
正
期
の
南
宗
寺
に
お
け
る
人
物
構
成
に
つ
い
て
述
べ
た
。
つ
ま
り

「
笑
嶺
宗
訴
ｌ
春
屋
宗
園
ｌ
当
示
登
」
の
図
式
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
ひ
と

つ
の
疑
問
が
あ
る
。
『
系
図
』
を
み
て
も
解
る
よ
う
に
、
春
屋
宗
園
と
仙
嶽

宗
洞
の
間
に
古
溪
宗
陳
（
陳
首
座
）
と
い
う
宗
登
の
兄
弟
子
が
い
る
の
で
あ

る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

笑
嶺
宗
訴
ｌ
春
屋
宗
園
ｌ
古
渓
宗
陳
ｌ
宗
登

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
「
会
記
」
に
は
、

永
禄
十
年
卯
拾
月
十
九
日
口
切
咲
嶺
和
尚
陳
首
座

永
禄
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日
書
咲
嶺
和
尚
春
屋
和
尚

陳
首
座

元
亀
一
一
年
四
月
二
十
八
日
陳
首
座
慶
首
座
登
首
座

同
年
十
月
二
十
二
日
朝
南
宗
寺
咲
嶺
和
尚
様
陳
首
座

長
慶
寺
語
首
座

￣
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と
い
う
よ
う
に
、
永
禄
・
元
亀
期
に
は
笑
嶺
和
尚
に
必
ず
春
屋
か
宗
陳
が
つ

き
そ
っ
て
い
る
。
『
系
図
』
上
の
師
弟
関
係
の
と
お
り
笑
嶺
ｌ
春
屋
ｌ
古
溪

ｌ
宗
登
、
の
基
本
的
な
構
成
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
を
当

時
の
南
宗
寺
に
関
連
し
た
笑
嶺
の
弟
子
構
成
に
当
て
は
め
る
と
、

南
宗
寺
住
職
笑
嶺
宗
訴

一
番
弟
子
春
屋
宗
園
（
実
際
に
は
在
京
後
述
）

二
番
弟
子

陳
首
座

三
番
弟
子

登
首
座

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
や
が
て
、
天
正
元
年
正
月
に
古
溪
宗
陳
が
大
徳
寺
百

（
旧
）

十
七
世
と
し
て
人
寺
し
て
南
宗
寺
か
ら
去
る
と
、
残
さ
れ
た
和
尚
達
の
師
弟

構
成
は
、

南
宗
寺
住
職
笑
嶺
宗
訴

一
番
弟
子
春
屋
宗
園

三
番
弟
子

登
首
座

必
然
的
に
こ
の
人
物
構
成
と
な
る
の
で
あ
る
。

今
『
二
十
一
條
答
間
』
に
も
ど
っ
て
こ
れ
を
見
る
と
、
ま
ず
問
答
の
第
一

座
が
春
屋
宗
園
で
あ
る
か
ら
、
「
師
日
」
の
師
は
笑
嶺
宗
訴
に
な
る
。
そ
し

て
、
執
筆
者
は
侍
者
宗
登
で
あ
る
か
ら
、
天
正
三
年
の
坐
禅
会
の
主
要
構
成

メ
ン
バ
ー
は
「
笑
嶺
・
春
屋
・
登
」
と
な
り
、
人
物
構
成
は
右
に
示
し
た
構

成
と
ま
さ
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
天
正
三
年
に
書
か
れ
た
『
二

十
一
條
答
間
』
の
人
的
構
成
は
、
他
の
史
料
と
も
同
じ
な
の
で
あ
る
。

（
４
）
仙
嶽
宗
洞
の
筆
跡
か

い
ま
ま
で
『
二
十
一
條
答
間
』
の
史
料
性
を
間
う
て
来
た
。
こ
こ
に
至
っ

て
、
こ
の
史
料
が
真
筆
か
写
本
か
の
問
題
が
あ
る
。
確
か
に
天
室
宗
竺
は
真

天
正
三
年
正
月
南
宗
寺
禅
問
答
と
堺
の
茶
人
た
ち
（
石
田
）

跡
で
あ
る
と
鑑
定
し
て
い
る
。
他
の
資
料
と
比
較
し
て
も
、
間
違
い
の
な
い

仙
嶽
宗
洞
の
筆
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
段
と
こ
の
文
書
の
史
料
性
が
高
ま
る
の

だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
筆
者
に
は
仙
嶽
宗
洞
の
筆
跡
を
比
較
検
討
す
る
資
料

（
Ｍ
）

を
持
た
な
い
。
写
真
の
資
料
の
み
を
利
用
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
し

て
も
年
代
が
か
な
り
後
の
も
の
で
比
較
対
象
の
も
の
と
し
て
は
、
資
料
性
に

乏
し
い
。
そ
こ
で
再
度
先
の
専
門
家
に
鑑
定
を
依
頼
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

「
仙
嶽
宗
洞
そ
の
物
の
対
比
資
料
が
少
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
云
え
な
い

が
」
と
前
置
き
し
て
、

Ⅲ
こ
の
字
は
筆
の
速
さ
か
ら
し
て
写
し
で
は
な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の

で
あ
る
。

口
字
文
の
間
違
い
そ
し
て
訂
正
内
容
が
的
確
で
あ
る
。

い
も
し
こ
れ
が
写
本
で
あ
る
な
ら
、
訂
正
し
た
後
の
間
違
い
の
無
い
正

文
の
み
を
写
し
た
で
あ
ろ
う
。

ロ
そ
し
て
、
天
室
宗
竺
の
筆
跡
が
真
筆
で
あ
り
、
そ
の
天
室
宗
竺
自
身

が
こ
れ
が
「
仙
嶽
宗
洞
の
真
蹟
」
と
鑑
定
す
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
を
認

め
る
の
が
こ
の
場
合
妥
当
で
あ
ろ
う
。

と
し
て
、
『
二
十
一
條
答
間
』
の
筆
跡
は
仙
嶽
宗
洞
の
も
の
と
思
わ
れ
る
、

と
の
鑑
定
評
価
を
得
た
。

（
５
）
結
論

以
上
、
四
項
目
に
わ
た
っ
て
『
二
十
一
條
答
間
」
の
史
料
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
。
そ
れ
に
つ
き
拙
稿
は
、

㈹
『
二
十
一
條
答
間
』
を
鑑
定
し
た
天
室
宗
竺
の
落
款
は
真
正
の
も
の

で
あ
っ
た
。

回
宗
登
が
後
に
仙
嶽
宗
洞
に
名
を
改
め
た
の
は
天
室
が
指
摘
し
た
と
お

￣
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（
１
）
笑
嶺
宗
訴
と
西
江
水
公
案

天
正
三
年
正
月
元
日
の
朝
、
虚
空
菩
薩
が
南
宗
寺
住
持
笑
嶺
宗
訴
の
昨
夜

の
夢
の
中
に
現
わ
れ
「
こ
の
正
月
の
吉
日
に
は
、
和
尚
（
笑
嶺
自
身
の
こ

と
）
例
に
従
っ
て
、
旧
の
話
頭
（
笑
嶺
が
悟
っ
た
と
さ
れ
る
萬
法
と
侶
た
ら

（
旧
）

（
旧
）

ざ
る
と
一
云
う
公
案
）
を
畢
揚
し
、
大
衆
を
勘
辨
し
お
わ
れ
。
」
と
一
示
し
た
。

笑
嶺
は
驚
い
て
夢
か
ら
覚
め
、
そ
し
て
記
得
（
思
い
出
）
し
た
。
す
な
わ

ち
、
江
西
の
馬
祖
道
一
大
師
に
瀧
渡
居
士
が
問
う
た
「
萬
法
と
侶
た
ら
ざ
る

（
Ⅳ
）

も
の
日
産
れ
何
人
ぞ
」
の
公
案
を
。

そ
こ
で
讃
（
問
）
う
。
首
座
（
春
屋
宗
園
）
右
の
問
い
に
つ
い
て
一
語

を
下
せ
。
看
ん
。
首
座
云
く
。
「
今
日
入
室
す
。
梅
根
は
宇
宙
に
蟠
、

枝
乾
坤
に
茂
る
」
。
笑
嶺
が
問
う
。
「
そ
の
意
旨
は
如
何
」
と
。

首
座
が
答
え
て
「
能
く
萬
像
の
主
と
為
り
、
四
時
を
遂
う
て
凋
ま

ず
」
。
笑
嶺
は
曰
く
「
馬
祖
大
師
は
瀧
渡
の
問
い
に
答
え
て
云
っ
た
。

「
汝
が
一
口
に
西
江
の
水
を
吸
護
せ
ん
を
待
っ
て
、
即
ち
汝
に
向
っ
て

（
旧
）

道
わ
ん
」
と
。
こ
の
意
」
日
は
ど
う
だ
」
。
首
座
答
え
て
云
う
。
「
費
議

す
、
老
婆
多
少
の
力
を
」
。
笑
嶺
は
ま
た
問
う
。
「
更
に
云
え
」
。
首
座

り
事
実
で
あ
っ
た
。

川
坐
禅
会
を
運
営
す
る
人
物
構
成
が
他
の
史
料
と
一
致
す
る
。

ロ
筆
跡
が
仙
嶽
宗
洞
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
本
史
料
を
、
天
正
三
年
正
月
朔
日
、
南
宗
寺
に
於

い
て
行
な
わ
れ
た
坐
禅
会
の
問
答
を
、
仙
嶽
宗
洞
が
執
筆
者
と
な
っ
て
記
録

し
た
も
の
と
確
定
し
た
い
。

三
南
宗
寺
禅
問
答
と
堺
の
茶
人
た
ち

法
政
史
学
第
四
十
七
号

は
答
え
て
云
っ
た
。
「
錦
心
繍
口
人
に
向
っ
て
開
く
」
。
笑
嶺
は
膝
を

「
ハ
ク
」
と
打
っ
て
日
っ
た
。
「
謬
ず
第
一
座
為
り
。
」

と
い
う
の
が
、
天
正
三
年
正
月
に
笑
嶺
が
問
答
を
始
め
た
理
由
で
あ
り
、
春

屋
宗
園
と
の
や
り
と
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
う
か
が
う
に
馬
祖
大
師
と

瀧
蒲
と
の
公
案
は
、
笑
嶺
に
と
っ
て
よ
ほ
ど
思
い
出
深
い
も
の
で
あ
っ
た
ら

し
く
、
「
記
得
す
」
と
云
っ
て
い
る
。
そ
し
て
南
宗
寺
で
正
月
に
行
な
わ
れ

る
座
禅
問
答
は
、
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
年
特
別
に

催
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
前
年
天
正
一
一
年
に
三
好
長
慶
に
背
い
た
松
永

（
旧
）

久
秀
の
乱
入
に
よ
っ
て
、
南
一
示
寺
の
堂
舎
が
焼
失
し
て
い
る
が
そ
の
た
め
の

特
別
坐
禅
会
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
笑
嶺
の
問
い
に
た
い
す
る
春
屋
の
答
え
の
内
容
で
あ
る
が
、
い
か

ん
せ
ん
、
こ
の
よ
う
な
問
答
は
私
の
理
解
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
問
答

の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
先
生
方
に
お
任
せ
申
し
あ
げ
て
、
せ
め
て
読

む
こ
と
だ
け
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

そ
こ
で
、
ま
ず
『
二
十
一
條
答
間
」
に
み
ら
れ
る
、
こ
の
日
に
参
禅
し
た

人
々
と
そ
の
背
景
を
み
て
み
た
い
。

（
２
）
坐
禅
会
場
南
宗
寺

坐
禅
の
会
場
と
な
っ
た
南
宗
寺
は
、
堺
に
あ
っ
て
臨
済
宗
大
徳
寺
派
の
別

（
ｍ
）

格
地
で
あ
っ
た
。
大
徳
寺
北
派
棟
梁
の
古
嶽
宗
一
己
は
堺
を
愛
し
て
舳
の
松
町

に
隠
居
所
「
南
宗
庵
」
を
営
ん
だ
が
、
そ
れ
が
南
宗
寺
の
発
端
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
弘
治
二
年
七
月
古
嶽
宗
百
一
の
法
嗣
大
林
宗
套
が
開
山
と
な
っ
て
、

堺
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
三
好
長
慶
の
力
を
得
て
、
南
宗
庵
を
改
築
造
営

し
て
南
宗
寺
が
創
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
堺
に
お
け
る
茶
の
湯
の

隆
盛
期
と
重
な
る
と
同
時
に
、
茶
の
湯
の
禅
味
を
大
徳
寺
衆
に
も
と
め
る
堺

四
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衆
た
ち
に
よ
っ
て
、
南
宗
寺
は
大
徳
寺
北
派
の
経
済
的
な
拠
点
と
な
っ
て

（
Ⅲ
）

い
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
弘
治
十
一
年
大
林
宗
套
が
示
寂
す
る
と
、
弟
弟
子
の
笑
嶺
宗
訴
が

後
を
嗣
い
で
第
二
世
と
な
っ
た
。
こ
の
二
世
笑
嶺
の
代
に
な
っ
て
、
弘
治
以

来
増
築
に
務
め
た
当
寺
の
規
模
は
殆
ど
完
備
す
る
の
で
あ
る
。

元
亀
四
年
六
月
将
軍
足
利
義
昭
に
よ
っ
て
南
宗
寺
は
五
山
に
次
ぐ
禅
院
十

刹
に
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
天
正
一
一
年
三
月
松
永
久

（
、
）

秀
の
乱
入
に
よ
っ
て
放
火
せ
ら
れ
、
堂
全
目
の
過
半
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
笑
嶺
は
天
正
十
一
年
に
遷
化
す
る
ま
で
長
く
南
宗
寺
に
住
し

た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
受
け
て
天
正
一
一
一
年
正
月
元
日
に
『
二
十
一
條

答
間
』
の
坐
禅
・
問
答
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
坐
禅
会
に
集
っ
た
人
達

つ
い
で
、
こ
の
正
月
坐
禅
に
参
会
し
た
人
々
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
参

会
し
た
人
は
師
匠
笑
嶺
を
入
れ
て
二
十
二
名
。
公
案
に
挑
戦
し
た
会
衆
は
二

十
一
名
で
あ
る
。
こ
の
二
十
一
名
を
一
人
一
人
確
認
し
て
み
た
い
が
残
念
な

が
ら
、
二
字
名
」
で
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
春
屋
宗
園
や
宗

登
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
解
っ
た
が
、
「
易
」
が
本
当
に
千
宗
易
で
あ
る
か

は
っ
き
り
確
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
比
較
検
討
に
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
の
が
、
大
徳
寺
高
桐
院
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
古
溪
和
尚
入
寺
之
奉
加
帳
」
天
正
元
年
癸
酉
九
月
拾
五

日
』
と
い
う
史
料
で
あ
っ
た
。
天
正
元
年
正
月
十
七
日
、
古
溪
宗
陳
は
大
徳

（
”
）

寺
住
持
百
十
七
世
を
嗣
席
し
た
。
こ
の
年
九
月
十
五
日
南
宗
寺
を
中
、
し
に
関

（
別
）

係
し
た
人
々
が
、
古
溪
一
示
陳
の
人
寺
を
祝
っ
て
奉
加
帳
を
ま
わ
し
た
の
で
あ

る
。
ほ
ぼ
同
じ
年
代
で
あ
り
、
南
宗
寺
に
関
連
し
た
人
達
な
の
で
一
宇
名
を

天
正
三
年
正
月
南
宗
寺
禅
問
答
と
堺
の
茶
人
た
ち
（
石
田
）

追
っ
て
行
く
う
え
で
、
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
（
こ
の
史
料
は
参
考
史
料
と

し
て
後
に
載
せ
た
）
。

こ
の
史
料
を
検
討
す
る
と
、
天
正
三
年
正
月
坐
禅
会
に
参
加
し
た
衆
の
う

ち
十
五
名
が
、
二
年
前
の
古
溪
宗
陳
の
入
寺
に
奉
加
金
を
寄
進
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
問
答
に
立
っ
た
順
番
（
川
は
問
答
の
順
番
の
番
号
）
で

見
れ
ば
、

禅
僧

春
屋
宗
園
（
京
衆
）
二
貫
文
（
１
）

毒
首
座

五
百
文
（
３
）

慶
首
座

五
百
文
（
４
）

幸
首
座
（
京
衆
）
五
百
文
（
５
）

栢
首
座

虚
堂
禄
一
部
（
７
）

好
蔵
首

一
貫
文
（
８
）

椿
蔵
首

五
百
文
（
、
）

泉
蔵
首

五
百
文
（
旧
）

禅
人

宗
易

百
貫
文
（
ｕ
）

博
多
屋
宗
壽

十
貫
文
（
旧
）

宗
句

四
貫
文
（
Ⅳ
）

天
王
寺
尾
宗
及

五
十
貫
文
（
旧
）

薩
摩
屋
宗
二

十
石
（
旧
）

徳
庵

華
輪
盆
一
枚
（
卯
）

執
筆
者

登
首
座

一
貫
文
（
Ⅲ
）

と
い
う
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
堺
の
人
達
が
、
南
宗
寺
を
通
じ
て

笑
嶺
や
古
溪
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
解
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
は
、

春
屋
宗
園
と
幸
首
座
が
京
衆
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
二
十
一
條

五
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を
模
索
し
て
い
た
人
々
と
思
わ
れ
る
。

答
問
』
文
中
に
春
屋
宗
園
が
「
今
日
入
室
す
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
当
時

（
お
）

春
屋
は
京
都
大
徳
寺
の
一
二
玄
院
に
住
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
春
屋
和
尚
と
随

行
の
僧
幸
首
座
は
元
日
の
朝
、
共
に
京
か
ら
下
っ
て
来
た
に
違
い
な
い
。
さ

す
れ
ば
、
禅
人
を
中
心
に
一
宇
名
を
検
討
す
れ
ば
次
の
人
達
に
な
る
。

ｕ
、
宗
易
は
堺
の
茶
の
湯
者
「
千
宗
易
（
の
ち
利
休
）
」

（
油
）

旧
、
博
多
屋
一
示
壽
は
堺
豪
商
の
「
は
か
た
や
宗
壽
」

（
４
）
茶
人
「
宗
易
・
宗
及
・
宗
二
」
の
問
答

で
は
、
茶
の
湯
者
と
し
て
知
ら
れ
る
千
宗
易
・
津
田
宗
及
・
山
上
宗
二
は

西
江
水
の
公
案
に
ど
う
答
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
二
十
一
條
答
間
』
の
中

か
ら
引
用
し
て
み
た
い
。

田
、
天
王
寺
屋
宗
及
は
茶
の
湯
者
「
津
田
宗
及
」

（
胆
）

四
、
薩
摩
屋
宗
一
一
は
「
山
上
宗
一
一
」
と
一
云
わ
れ
る
茶
の
湯
者

加
、
徳
名
は
徳
庵
か
、
不
詳

以
上
を
も
っ
て
考
え
る
に
、
天
正
三
年
正
月
の
坐
禅
会
に
参
会
し
た
禅
人

た
ち
は
、
豪
商
で
あ
り
な
が
ら
茶
の
湯
に
傾
倒
し
、
し
か
も
「
禅
の
悟
り
」

焔
、
狐
名
は
不
詳

１７
、

ダヘ

か!〕宗
０－

法
政
史
学
第
四
十
七
号

笑
嶺
和
尚
は
問
う
た
。

大
師
答
て
云
く
、
汝
が
一
口
に
西
江
の
水
を
吸
護
せ
ん
を
待
っ
て
、

即
ち
汝
に
向
っ
て
道
わ
ん
。
意
旨
作
度
生
。

句
は
比
定
で
き
な
い
が
「
宗
九
」
堺
今
市
の
人
で
は
な
か
ろ
う

と
答
え
た
の
で
あ
る
。
先
に
も
記
し
た
が
問
答
そ
の
も
の
の
内
容
解
釈
は
他

に
譲
る
が
、
い
ず
れ
も
坐
禅
の
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
力
を
感
ず
る
、
解
答

と
思
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
問
答
に
よ
っ
て
『
二
十
一
條
答
間
』
の
解
答
者
達
は

こ
の
公
案
を
透
過
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
師
便
ち
打
す
」
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
そ

の
道
の
方
に
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

お
よ
そ
禅
家
の
「
棒
」
や
「
打
」
は
必
ず
し
も
罰
棒
だ
け
と
は
限
ら
な

い
。
賞
棒
も
あ
れ
ば
「
是
れ
何
ぞ
」
と
気
づ
か
せ
る
警
棒
の
棒
も
あ
る
。
こ

宗
二
答
え
て
云
う
。

禅
人
手
を
拍
っ
て
云
く
、
此
れ
聾
間
梵
天
。
師
曰
く
、
如
何
な
る
か

是
れ
此
聲
聞
。
禅
人
云
く
、
木
人
鼓
を
打
ち
、
石
女
起
っ
て
舞
う
。

師
曰
く
、
舞
う
底
聾
。
禅
人
云
く
、
遊
戯
神
通
［
無
為
無
事
の
故

に
］
。
師
便
打
。

宗
及
答
え
て
云
う
。
（
［
］
内
は
訂
正
前
の
語
）

大
力
量
の
人
。
師
曰
く
、
力
量
底
聾
［
如
何
な
る
か
是
れ
大
力
量

の
人
］
・
禅
人
云
く
、
護
大
地
撮
し
來
た
る
に
粟
米
粒
の
大
い
さ
の

如
し
。
師
便
打
。

宗
易
答
え
て
云
う
。

鯉
趨
り
て
庭
を
過
ぐ
。
師
曰
く
、
意
旨
如
何
。
禅
人
云
く
、
活
鱗
々

地
。
師
便
打
。

一
一
二
ハ
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こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
『
二
十
一
條
答
間
』
の
史
料
性
と
、
内
容
を

検
討
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
堺
の
人
々
は
南
宗
寺
住
持
笑
嶺
宗

訴
と
非
常
に
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
そ
れ
は
、
く

し
く
も
「
会
記
」
の
う
え
に
も
顕
著
に
み
ら
れ
て
お
り
、
笑
嶺
を
通
じ
て
春

屋
宗
園
や
古
溪
宗
陳
そ
し
て
仙
嶽
宗
洞
と
の
深
い
交
流
に
も
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
茶
の
湯
史
上
に
お
け
る
『
二
十
一
條
答
間
』
の
影
響
を
考
え
て

み
た
い
。
す
な
わ
ち
次
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
千
利
休
を
含
め
た
堺
の
茶
人
達
は
天
正
三
年
正
月
以
前
に
は
、
ま
だ

「
西
江
水
」
の
公
案
を
透
過
し
て
い
な
か
っ
た
。

ロ
西
江
水
の
公
案
は
た
し
か
に
大
徳
寺
北
派
に
お
い
て
代
々
好
ま
れ
た

公
案
で
あ
る
が
、
利
休
が
透
過
し
た
と
さ
れ
る
こ
の
公
案
は
、
古
溪
宗

陳
で
は
な
く
、
古
溪
の
師
笑
嶺
宗
訴
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ハ
通
説
に
よ
れ
ば
利
休
は
、
こ
の
西
江
水
の
公
案
を
透
過
す
る
こ
と
に

こ
の
「
便
ち
打
す
」
は
、
「
お
お
そ
う
か
、
そ
れ
な
ら
よ
か
ろ
う
」
と
い
う

位
の
意
味
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
事
実
笑
嶺
が
春
屋
の
答
え
に
対

し
、
打
っ
た
後
「
謬
た
ず
、
第
一
座
為
り
」
と
評
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

「
流
石
は
首
座
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
最
後
に
立
っ

た
宗
登
（
洞
）
に
対
し
て
も
、
打
っ
た
後
「
真
の
獅
子
児
」
と
賞
賛
の
辞
を

発
し
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
こ
の
『
二
十
一
條
答
間
」
に
通
じ
て
み
え
る

よ
み

「
便
ち
打
す
」
は
、
一
一
十
一
人
の
答
え
（
見
解
）
を
嘉
し
た
も
の
、
公
案
の

透
過
を
許
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
お
わ
り
に

天
正
三
年
正
月
南
宗
寺
禅
問
答
と
堺
の
茶
人
た
ち
（
石
田
）

よ
っ
て
「
伽
筌
齋
」
号
を
受
け
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
『
二
十

一
條
答
間
』
か
ら
は
拠
筌
齋
号
を
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
た
か
ど
う
か
は

う
か
が
え
な
い
。
た
だ
し
拠
筌
齋
の
初
見
と
さ
れ
る
の
は
、
管
見
の
限

（
”
）

り
で
は
天
正
一
二
年
九
月
十
六
日
付
け
織
田
信
長
の
黒
印
状
が
日
付
が
確

認
で
き
る
最
初
の
史
料
で
あ
る
。
こ
の
『
二
十
一
條
答
間
』
が
天
正
一
一
一

年
正
月
の
日
付
で
あ
る
の
で
、
も
し
こ
の
問
答
透
過
後
に
拡
筌
齋
号
を

得
た
と
す
る
な
ら
ば
、
す
こ
し
ば
か
り
出
来
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
本
『
二
十
一
條
答
間
』
は
茶
の
湯
上
の
史
料
性
以
外
に
、

笑
嶺
和
尚
と
こ
の
坐
禅
の
会
に
参
会
し
た
僧
侶
や
禅
人
た
ち
が
、
「
丁
々
発

止
」
と
問
答
を
投
げ
合
う
様
が
、
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目

し
た
い
。
そ
の
中
に
は
歴
史
上
重
要
な
春
屋
宗
園
や
仙
嶽
宗
洞
が
お
り
、
そ

し
て
千
利
休
・
津
田
宗
及
そ
の
う
え
山
上
宗
二
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
『
二
十
一
條
答
間
』
は
、
問
答
の
内
容
や
人
物
を

も
っ
と
深
く
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
茶
の
湯
史
上
だ
け
で
な
く
、
禅
宗

史
や
禅
問
答
関
係
の
一
級
の
史
料
に
も
な
り
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と

思
わ
れ
る
。

註（
１
）
東
京
在
住
、
北
見
修
氏
蔵
。
史
料
の
外
箱
に
『
仙
嶽
宗
洞
答
間
二
十
一

條
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
表
具
が
新
し
い
こ
と
か
ら
、
所
蔵
者
の
父
北
見
修
二

氏
の
書
と
思
わ
れ
る
。
北
見
修
氏
に
は
、
貴
重
な
史
料
を
心
安
く
お
貸
し
く
だ

さ
り
、
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

（
２
）
千
原
弘
臣
『
利
休
の
年
譜
』
（
淡
交
社
、
昭
和
五
七
年
）
’
二
一
一
一
頁
。

（
３
）
〈
切
り
張
り
〉
表
具
師
大
窪
春
風
堂
製
と
表
示
が
あ
っ
た
の
で
、
問
い
合

七
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法
政
史
学
第
四
十
七
号

せ
た
と
こ
ろ
「
表
装
以
前
は
、
天
室
宗
竺
の
上
書
き
が
さ
れ
た
封
筒
の
中
に

『
二
十
一
條
答
間
』
の
史
料
が
折
り
畳
ま
れ
て
入
っ
て
い
た
。
表
装
を
す
る
に

あ
た
っ
て
天
室
宗
竺
の
上
書
の
封
筒
を
開
い
て
本
紙
の
後
に
、
現
状
の
よ
う
に

張
り
つ
け
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
４
）
『
龍
寳
山
大
徳
禅
寺
世
譜
』
（
恩
文
閣
出
版
、
昭
和
五
四
年
）
一
七
五

頁
。

（
５
）
『
大
徳
寺
系
図
』
（
角
川
茶
道
大
辞
典
、
平
成
二
年
）
「
大
徳
寺
伝
法
系

図
」
よ
り
作
成
し
た
。

（
６
）
〈
大
徳
寺
北
派
〉
大
徳
寺
第
七
十
六
世
古
繊
宗
亘
の
法
流
。
「
系
図
」
参

照
（
『
大
徳
寺
と
茶
道
』
淡
交
社
、
昭
和
四
七
年
一
田
九
頁
）
。

（
７
）
〈
落
款
〉
書
伽
や
器
物
の
作
者
の
署
名
・
印
判
を
い
う
。

（
８
）
『
落
款
花
押
大
辞
典
下
巻
』
（
淡
交
社
、
昭
和
五
七
年
）
九
Ｎ
四
頁
。

（
９
）
〈
道
具
鑑
定
家
〉
清
昌
堂
や
ま
し
た
主
人
・
山
下
寛
一
郎
氏
。

（
Ⅲ
）
「
宗
及
茶
湯
日
記
目
会
記
」
（
『
天
王
寺
屋
会
記
』
茶
道
古
典
全
集
第
八

巻
、
淡
交
社
、
昭
和
三
四
年
）

（
Ⅱ
）
〈
笑
嶺
宗
訴
南
宗
寺
〉
後
述
三
１
（
１
）
項
参
照
。

（
皿
）
『
大
徳
寺
法
階
』
大
徳
寺
高
桐
院
住
職
松
長
剛
山
師
に
御
教
授
い
た
だ
い

た
。

ｌ
再
住
七
十
歳
以
上

２
前
住
四
十
か
ら
七
十
歳

３
住
持

「
東
堂
ｌ
住
職

蝿
臺
Ｕ
副
ａ

８
首
座
１
－
１
Ｊ

繼
Ｌ
修
業
㈱

（
Ｂ
）
〈
古
溪
宗
陳
大
徳
寺
人
寺
〉
『
世
譜
』
一
一
一
一
七
真

（
Ｍ
）
薑
資
料
〉
仙
嶽
宗
洞
重
寶
の
偶
一
（
『
大
徳
寺
歴
篁
…

読
売
新
聞
社
、
昭
和
五
二
年
）
一
一
二
頁
。
仙
嶽
宗
洞
「
印
證
、
与
雲
英
宗

偉
」
（
『
大
徳
寺
墨
蹟
全
集
』
第
二
巻
、
毎
日
新
聞
社
昭
和
六
十
年
）
一
二
八
頁

な
ど
。

（
旧
）
〈
旧
の
話
頭
〉
『
世
譜
』
一
三
三
頁
に
、
「
萬
怯
卜
侶
タ
ラ
ザ
ル
話
ヲ
翠
ス

ル
ヲ
間
テ
忽
爾
ト
シ
テ
菱
ス
」
と
あ
る
．

（
脇
）
〈
鍵
〉
考
え
て
見
盆
る
こ
と
．
ま
た
、
し
ら
べ
て
区
別
す
る
こ
と
．

（
新
漢
和
辞
典
、
大
修
館
）

（
Ⅳ
）
〈
江
西
〉
長
江
中
流
の
南
岸
、
今
の
江
西
省
あ
た
り
の
地
方
を
い
う
。

（
註
旧
同
）

（
旧
）
芳
賀
幸
四
郎
『
禅
語
の
蕾
一
行
物
」
（
淡
交
社
、
平
成
元
年
）
一
三
二

頁

（
旧
）
〈
南
宗
寺
堂
舎
焼
失
〉
『
堺
市
史
第
七
巻
別
篇
』
（
堺
市
役
所
、
清
文
堂

崖
昭
和
五
二
年
）
六
○
Ｗ
亘

（
卯
）
註
（
旧
）
六
○
一
頁
よ
り
六
○
四
頁

（
別
）
鴦
雲
郎
「
大
徳
寺
と
堺
衆
」
（
『
大
徳
寺
と
茶
道
」
淡
奪
、
昭
和
四

七
年
）
一
四
六
頁

（
犯
）
註
（
旧
）
六
○
四
真

（
配
）
註
（
旧
）
同

（
劉
）
〈
奉
加
帳
〉
神
仏
に
種
々
の
財
物
を
薑
す
る
こ
と
。
発
願
の
趣
旨
を
記

し
、
寄
進
者
名
と
寄
進
し
た
金
額
な
ど
を
記
し
た
帳
簿
を
奉
加
帳
と
い
う
。

（
岩
波
仏
教
辞
典
）

八
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［
参
考
史
料
］

大
徳
寺
高
桐
院
蔵
「
古
溪
和
尚
人
寺
之
奉
加
帳
」

（
○
印
は
『
二
十
一
條
答
間
』
に
見
る
人
。
小
書
き
は
略
し
た
）

天
正
元
年
癸
四

占
溪
和
尚
人
寺
之
奉
加
帳九
月
拾
五
日

天
正
三
年
正
月
南
宗
寺
禅
問
答
と
堺
の
茶
人
た
ち
（
石
田
）

（
弱
）
『
世
譜
』
一
三
五
頁
。

（
邪
）
く
は
か
た
や
宗
壽
〉
「
会
記
」
’
五
四
頁
。

（
町
）
〈
宗
句
〉
「
会
記
」
二
六
二
頁
。

（
班
）
〈
山
上
宗
二
〉
『
山
上
宗
二
記
』
（
『
茶
道
古
典
全
集
第
六
巻
』
淡
交

社
、
昭
和
四
二
年
）
二
七
頁
。

（
羽
）
奥
野
高
臓
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
下
巻
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六

三
年
）
八
二
頁
。

（
邪
）
千
宗
易
宛
黒
印
状

就
越
前
出
馬
、
鉄
砲
之
玉
千
到
来
、
遥
々
之
御
懇
志
喜
入
仮
、
猶
原
田

備
中
之
守
可
申
候
也
、
識
言

（
天
正
三
年
）
九
月
十
六
日

信
長
（
黒
印
）

伽
筌
獅

奉
加
之
納
帳

○
百
貿
文

○
五
十
貫
文

三
十
貫
文

○
四
貫
文

十
頁
文

一
不

（
天
王
寺
屋
）
宗

（
油
屋
）
紹一不

（
千
）
宗

把句佐及易

○
二
貫
文

二
貰
文

○
十
石

一
石

○
五
百
文

○
五
百
文

一
貫
文

五
百
文

○
一
貫
文

○
五
百
文

○
｜
貰
文

三
百
文

一
貫
文

一
貫
文

二
百
文

○
十
貫
文

十
貫
文

二
石

五
百
文

五
百
文

弐弐
貫貫
文文京

衆
之
分
納

／￣､

略
、_〆

／=、

略
、＿／

'－，

略
、=〆

（
長
谷
川
）
宗

（
大
和
屋
）
道

（
同
）
宗

（
薩
摩
屋
）
宗
二

（
少
林
寺
）
金
蔵
主

寿
首
座

腰
首
座

滴
首
座

桔
首
座

登
首
座

椿
蔵
首

好
蔵
首

舜
首
座

（
釣
雲
）
晃
首
座

（
長
蔵
寺
）
語
首
座

佑
首
座

（
博
多
屋
）
宗
寿

（
谷
）
宗
臨

宗
易
（
内
儀
）

（
木
津
屋
）
道
久

春
屋
和
尚

道
三

句倫悦

九
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（
附
記
）

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
大
徳
寺
高
桐
院
住
持
松
長
剛
山
老
師
に
懇
切
な
る
御

教
示
と
貴
重
な
史
料
の
拝
観
掲
救
の
お
許
し
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
芳
賀
幸
四

郎
・
多
田
侑
史
両
先
生
に
は
大
き
な
御
助
言
を
頂
戴
し
た
。
千
原
弘
臣
先
生
に
は

西
江
水
に
関
す
る
資
料
を
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
も
、
記
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
た

い
。

法
政
史
学
第
四
十
七
号

二
百
文

二
百
文

二
百
文

百
文

二
百
文

○
二
百
文

二
百
文

二
百
文

百
文

二
百
文

○
五
百
文

（
略
）

同
進
献
之
物

○
虚
堂
録
一
部

和
草
一
束

大
海
壷
一
ケ

○
華
輪
盆
一
枚

白
小
袖
並
帯

（
四
条
）
巌
覚

（
草
部
屋
）
宗
也

（
同
）
紹
甫

良
吟

（
宝
泉
寺
）
統
首
座

（
同
）
幸
首
座

（
谷
）
宗
本

（
桔
梗
屋
）
新
次
郎

（
法
息
寺
）
珠
輿

（
三
宅
）
与
七
郎

（
大
安
寺
）
泉
蔵
主

〆~、 〆■、

平薮
田中
、=ノ ミ.／

宗徳智宗栢
首首

栢庵座巴座

大
徳
寺
系
図

四
○

五
六

春
浦
宗
煕（
北
派
）
七
六
九
○

，
古
嶽
宗
亘
Ｉ
大
林
宗
套
Ｉ

（
南
派
）
七
二

‐
東
溪
宗
牧
Ｉ

実
伝
宗
真
ｌ

〒
竜
泉
派
）
七
○

陽
峰
宗
紹
Ｉ

一
○
七

笑
嶺
宗

一
四
七

一
九
○

菅
屋
豈
示
軍

］
唾
夫
含
不
熊 =二

○

鮠
ｌ
エ
ハ
妻

旧

§；

宗
竺

’
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